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ノムラ・ザ・セレクト 
（野村SMA・EW向け） 

運用報告書(全体版) 
 

第５期（決算日2019年12月６日） 
 

作成対象期間（2018年12月７日～2019年12月６日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年３月12日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてわが国の株式
に実質的に投資し、信託財産の成長を図ることを目的として積極的な運用を行うことを基本とします。 

主な投資対象 

ノムラ・ザ・セレクト 
（野村SMA・EW向け） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 
わが国の株式を主要投資対象とします。なお、わが国の株価指数を対象とした先物取引等を活用する場合
があります。 

主な投資制限 
ノムラ・ザ・セレクト 
（野村SMA・EW向け） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2015年３月12日 10,000 － － － － 1 

１期(2015年12月７日) 10,605 5 6.1 97.7 － 342 

２期(2016年12月６日) 10,660 5 0.6 98.8 － 461 

３期(2017年12月６日) 13,449 5 26.2 97.7 － 886 

４期(2018年12月６日) 12,779 5 △ 4.9 96.2 － 1,786 

５期(2019年12月６日) 14,697 5 15.0 98.4 － 2,799 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行っていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2018年12月６日 12,779 － 96.2 － 

12月末 11,681 △ 8.6 97.4 － 

2019年１月末 12,274 △ 4.0 97.8 － 

２月末 12,877 0.8 97.2 － 

３月末 12,994 1.7 97.2 － 

４月末 13,557 6.1 98.1 － 

５月末 12,530 △ 1.9 99.4 － 

６月末 12,813 0.3 96.4 － 

７月末 13,044 2.1 97.9 － 

８月末 12,617 △ 1.3 98.5 － 

９月末 13,505 5.7 101.1 － 

10月末 14,255 11.6 98.1 － 

11月末 14,690 15.0 98.3 － 

(期  末)     

2019年12月６日 14,702 15.0 98.4 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年12月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は15.0％の上昇 

基準価額は、期首12,779円から期末14,702円（分配金込み）に1,923円の値上がりとなりました。 

 

①の局面（期首～12月下旬） 

（下落） 米中首脳会談の合意内容が具体性に乏しく、米中貿易摩擦解消への期待が剥落した

こと。 

 

  



品 名：90001_140622_005_02_ノムラ・ザ・セレクト（野村 SMA・EW 向け）_801188.docx 

日 時：2020/1/24 18:52:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

②の局面（12月下旬～８月下旬） 

（上昇） FRB（米連邦準備制度理事会）議長が柔軟な金融政策運営方針を示したことで金融引

き締めへの懸念が薄らいだこと。 

（上昇） 米中通商協議の進展による両国間の貿易摩擦解消への期待が高まったこと。 

（下落） 米国長期金利低下による長短金利の逆転を受けて円高ドル安が進行したこと。 

（下落） トランプ米大統領による対中関税引き上げ表明で米中貿易摩擦激化への懸念が高まっ

たこと。 

（上昇） FRBによる利下げ期待が高まったことで、投資家のリスク回避姿勢が弱まったこと。 

（上昇） G20サミット（20ヵ国・地域首脳会議）における米中首脳会談で両国が通商協議再開で

合意し、さらなる追加関税実施がいったん回避されたこと。 

（下落） トランプ米大統領による対中追加関税の発動表明で米中貿易摩擦激化への懸念が再燃

したこと。 

 

③の局面（８月下旬～期末） 

（上昇） 米欧の金融緩和期待が高まったことや、米中の貿易摩擦激化懸念が和らいだこと。 

（下落） トランプ政権が米証券取引所に上場する中国株の上場廃止を検討しているとの報道が

あったこと、米国の製造業や雇用関連指標が低調な内容で、米国経済の先行きへの懸

念が高まったこと。 

（上昇） 米国の利下げ期待が高まる中、米中通商協議が部分合意に達し投資家心理が好転した

こと。 

（上昇） 米国の雇用統計が市場予想より堅調だったことから、今後の景気回復期待が高まった

こと。 

 

○投資環境 

期初から２月にかけて、国内株式市場は小幅下落しました。中国大手通信機器メーカーの幹

部が米国の要請を受けたカナダ当局に逮捕されたことで米中貿易摩擦への懸念が高まったこ

とや、FOMC（米連邦公開市場委員会）の利上げ決定を受けて景気減速への警戒感が高まった

ことなどから米国株式市場の下落が続き、国内株式市場も12月は二桁を超える下落率となりま

した。その後は、FRB議長が柔軟な金融政策運営方針を示したことで今後の金融引き締めへの

懸念が薄らいだことなどから米国株式市場が反発し、国内株式市場も上昇に転じる場面もあり

ましたが、当期間では小幅下落しました。 

３月から５月にかけて、国内株式市場は下落しました。米国長期金利の低下による長短金利

の逆転を受けて一時109円台まで円高ドル安が進行したことなどから下落して始まりました。

その後は、米中貿易協議進展への期待が高まったことなどから上昇する場面もありましたが、

５月の大型連休中のトランプ米大統領による対中関税引き上げ表明で米中貿易摩擦激化への

懸念が再燃し米国株式市場が下落したことや、国内企業の2019年３月期決算発表において2019
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ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

年度業績見通しが慎重であったことなどから、国内株式市場は再び下落に転じ、当期間でも下

落しました。 

６月から８月にかけて、国内株式市場は概ね横ばいで推移しました。FRB議長が政策金利引

き下げの可能性を示唆したことやG20サミットにおける米中首脳会談で両国が通商協議再開

で合意し、さらなる追加関税実施がいったん回避されたことなどから上昇して始まりました。

しかし８月に入り、トランプ米大統領の対中追加関税表明によって米中貿易摩擦への懸念が高

まったことを受けて米国株式市場が急落し、国内株式市場も大きく下落しました。その後は、

中国大手通信機器メーカーの製品購入禁止の一部緩和などが好感され反発したことで、当期間

の国内株式市場は概ね横ばいで推移しました。 

９月から期末にかけて、国内株式市場は大幅上昇しました。香港政府による「逃亡犯条例」

改正案の撤回表明や英下院でのEU（欧州連合）離脱延期法案可決に加えて、米中通商協議再開

見通しの報道などが好感され、国内株式市場は大きく上昇して始まりました。その後は、米国

の９月ISM製造業景気指数が2009年６月以来の低水準となり米国の景気後退懸念が台頭した

影響などで下落する場面もありましたが、米中閣僚級貿易協議において中国による米国農産品

の購入拡大などで部分合意がなされ、投資家心理が改善したことなどから再び上昇に転じ、当

期間の国内株式市場は大幅上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）］ 

主要投資対象である［ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド］を期を通じて高位に組み入

れました。実質的な株式組入比率は、期末は98.4％としました。 

 

［ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じて株式組入比率を高位に保ち、期末は98.5％としました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 営業利益率の改善などによって利益成長の確からしさが高い企業、中長期にわたり高い

ROE（自己資本利益率）を継続し株主資本を着実に積み上げると予想される企業を中心

に投資を行いました。 

（２） 業種配分は、電気機器、機械、サービス業、輸送用機器、小売業などを中心に投資しま

した。 

（３） 銘柄別では、キーエンス、日本電産、アドバンテスト、SMC、村田製作所、ユニ・チャー

ム、ダイキン工業などに投資しました。 
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ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運

用を行っていないため、ベンチマーク等はあり

ません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり５円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第５期 

2018年12月７日～ 
2019年12月６日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.034％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,696  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  



品 名：90001_140622_005_02_ノムラ・ザ・セレクト（野村 SMA・EW 向け）_801188.docx 

日 時：2020/1/24 18:52:00 

ページ：6 

 

－ 6 － 

ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

◎今後の運用方針 

［ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド］ 

（１） 「セレクト・オポチュニティ投資」については、①リスクオン／オフの局面によってメ

リハリの利いたリスクテイク、②「成長」と「勝ち残り」の２つの視点で利益成長の確

からしさに基づき銘柄選択、を行います。 

（２） 「日本株厳選投資」については、主として個別企業の調査・分析等を中心とした「ボト

ムアップアプローチ」により、企業の「強さ」と「伸び」をベースに、中長期にわたり

高いROEを継続し株主資本を着実に積み上げると予想される企業を厳選し投資します。 

 

［ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）］ 

当ファンドは引き続き第６期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、ファンドの資金動向に十分配慮しながら、主要投資対象である

［ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、基準価額の向上に努

めてまいります。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

○１万口当たりの費用明細 (2018年12月７日～2019年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 119  0.907  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (104)  (0.798)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (  7)  (0.055)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.060   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.060)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 127   0.970    

期中の平均基準価額は、13,069円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

○売買及び取引の状況 (2018年12月７日～2019年12月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド 776,506 1,383,300 413,502 736,500 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2018年12月７日～2019年12月６日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 5,940,755千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 7,510,366千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.79   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月７日～2019年12月６日) 

 

＜ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,612 577 22.1 3,328 539 16.2 

平均保有割合 29.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,324千円 
うち利害関係人への支払額（B） 230千円 

（B）／（A） 17.4％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2018年12月７日～2019年12月６日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
0 － － 0 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2019年12月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド 1,035,522 1,398,527 2,796,634 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2019年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド 2,796,634 99.2 

コール・ローン等、その他 22,581 0.8 

投資信託財産総額 2,819,215 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,819,215,965   

 コール・ローン等 22,581,420   

 ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド(評価額) 2,796,634,545   

(B) 負債 19,233,242   

 未払収益分配金 952,571   

 未払解約金 7,405,303   

 未払信託報酬 10,836,017   

 未払利息 10   

 その他未払費用 39,341   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,799,982,723   

 元本 1,905,143,485   

 次期繰越損益金 894,839,238   

(D) 受益権総口数 1,905,143,485口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,697円 
 

（注）期首元本額は 1,398,410,454 円、期中追加設定元本額は

1,241,598,362円、期中一部解約元本額は734,865,331円、１口当

たり純資産額は1.4697円です。 
 

○損益の状況 (2018年12月７日～2019年12月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      4,904   

 支払利息 △      4,904   

(B) 有価証券売買損益 331,858,798   

 売買益 379,014,679   

 売買損 △ 47,155,881   

(C) 信託報酬等 △ 19,614,199   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 312,239,695   

(E) 前期繰越損益金 △  7,983,007   

(F) 追加信託差損益金 591,535,121   

 (配当等相当額) (  460,047,960)  

 (売買損益相当額) (  131,487,161)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 895,791,809   

(H) 収益分配金 △    952,571   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 894,839,238   

 追加信託差損益金 591,535,121   

 (配当等相当額) (  461,546,527)  

 (売買損益相当額) (  129,988,594)  

 分配準備積立金 303,304,117   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2018年12月７日～2019年12月６日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年12月７日～ 
2019年12月６日 

a. 配当等収益(経費控除後) 35,528,591円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 198,398,915円 

c. 信託約款に定める収益調整金 591,535,121円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 70,329,182円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 895,791,809円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,701円 

g. 分配金 952,571円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 
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ノムラ・ザ・セレクト（野村SMA・EW向け）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2019年12月６日現在) 

＜ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド＞ 
 下記は、ノムラ・ザ・セレクト マザーファンド全体(4,078,652千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（1.2％）    

協和エクシオ 13.7 17.4 50,164 

日揮ホールディングス 45.4 29 49,010 

食料品（1.0％）    

日清製粉グループ本社 － 18.2 36,145 

ヤクルト本社 10.4 － － 

不二製油グループ本社 13 15.2 46,436 

日本たばこ産業 20.3 － － 

化学（6.1％）    

日産化学 11.2 － － 

デンカ 29.2 － － 

保土谷化学工業 3 － － 

トリケミカル研究所 15 13.5 101,655 

ミルボン 9.6 9.9 61,182 

メック － 18.3 28,401 

日東電工 10.2 － － 

ニフコ 25.7 23.3 71,997 

ユニ・チャーム 68 66.5 229,092 

医薬品（2.0％）    

協和キリン 48.4 15.2 36,388 

エーザイ 4.9 － － 

第一三共 － 14.3 101,229 

大塚ホールディングス 18 － － 

ヘリオス 11.3 16 22,368 

ゴム製品（－％）    

ブリヂストン 19.2 － － 

ガラス・土石製品（－％）    

日本電気硝子 9 － － 

鉄鋼（0.2％）    

日本製鉄 20.2 － － 

ジェイ エフ イー ホールディングス － 12.7 18,567 

機械（12.1％）    

三浦工業 10.5 14.5 53,070 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ツガミ － 55 61,105 

オークマ － 7 42,350 

ＦＵＪＩ － 25.5 50,133 

ディスコ 3.8 3.3 78,045 

ＳＭＣ 6.1 5.3 265,000 

小松製作所 42.7 45.8 122,606 

クボタ 48 － － 

ダイキン工業 17 14.6 228,928 

ダイフク － 6.7 44,220 

フクシマガリレイ 7.5 7.3 27,557 

マキタ 27.2 － － 

電気機器（26.5％）    

日立製作所 18.9 － － 

三菱電機 79.4 96.7 147,564 

富士電機 21.8 － － 

日本電産 27.5 18.1 289,690 

アルバック － 9.2 38,962 

アンリツ － 19 39,197 

富士通ゼネラル － 20 45,500 

ソニー 26.5 26.8 189,422 

横河電機 24 23.3 45,668 

アドバンテスト － 52.5 284,550 

キーエンス 5.7 8 309,280 

シスメックス 17.2 13.8 105,887 

ファナック 3.7 3.7 78,033 

ローム 3.5 5.4 49,086 

新光電気工業 － 111 133,200 

太陽誘電 － 15 45,450 

村田製作所 14.5 37.9 251,807 

ＳＣＲＥＥＮホールディングス 9.7 9.5 71,155 

輸送用機器（7.8％）    

いすゞ自動車 107.4 95.6 125,953 

トヨタ自動車 － 13 100,451 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

三菱自動車工業 81.8 － － 

本田技研工業 33.9 32.7 102,808 

スズキ 31.6 33.7 158,288 

ＳＵＢＡＲＵ 5.6 12.2 34,288 

エクセディ 11.8 － － 

シマノ 7.3 5.8 103,762 

精密機器（5.8％）    

島津製作所 50.7 48.6 161,838 

東京精密 19.4 － － 

オリンパス － 48.7 79,794 

ＨＯＹＡ 8.5 8.3 82,726 

朝日インテック 32.2 46.3 142,835 

その他製品（2.0％）    

アシックス － 7 12,334 

ピジョン 29.4 34.8 145,290 

陸運業（0.6％）    

東急 20.3 23.1 49,595 

倉庫・運輸関連業（1.5％）    

住友倉庫 52.4 50.5 75,750 

上組 － 18.8 45,909 

情報・通信業（5.0％）    

日鉄ソリューションズ － 14.1 53,368 

ＧＭＯペパボ 10.7 － － 

ＧＭＯペイメントゲートウェイ 8.9 10 76,900 

ＬＩＮＥ 14.8 － － 

フジ・メディア・ホールディングス 23.3 － － 

オービック － 8.7 127,890 

伊藤忠テクノソリューションズ 18.7 － － 

日本電信電話 13.6 － － 

ミロク情報サービス 10.2 9 31,095 

ソフトバンクグループ 38.6 26.8 114,087 

小売業（6.2％）    

セリア 3.6 13.8 40,710 

ＭｏｎｏｔａＲＯ 14.3 24.6 76,137 

コスモス薬品 3.5 3.6 78,264 

セブン＆アイ・ホールディングス － 9.6 39,139 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

イズミ 7.7 9.2 38,594 

ニトリホールディングス 1.7 3.6 62,910 

ファーストリテイリング 3 2.5 159,800 

銀行業（4.0％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 214.9 188.5 110,215 

三井住友フィナンシャルグループ 48.4 46.8 186,919 

千葉銀行 25.6 － － 

十六銀行 － 8.2 21,484 

証券、商品先物取引業（0.5％）    

ＳＢＩホールディングス 18 17.4 40,402 

保険業（2.1％）    

ＳＯＭＰＯホールディングス 40.1 29.4 126,273 

第一生命ホールディングス － 23.2 41,806 

その他金融業（1.3％）    

アコム － 86 39,560 

三菱ＵＦＪリース 91 87.8 62,250 

不動産業（3.7％）    

パーク２４ 25.1 53 135,097 

三菱地所 83.8 80.9 161,638 

サービス業（10.4％）    

日本Ｍ＆Ａセンター 37.4 32 117,600 

エス・エム・エス 41.5 27.3 82,309 

カカクコム 36 44.6 120,821 

エムスリー 116.2 61.4 188,498 

ケネディクス 74.8 72.3 43,163 

サイバーエージェント 7.7 － － 

リクルートホールディングス － 32.3 128,554 

リログループ 23.4 36.7 110,650 

東祥 － 18.1 45,485 

合 計 
株 数 ・ 金 額 2,369 2,484 8,033,355 

銘柄数＜比率＞ 83 84 ＜98.5％＞ 
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
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